
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立川通中学校 ）       学校番号 ２５０                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 地域の文化を大切にし、ＩＣＴ機器を有効に活用しながらともに学び、夢を実現させる学校        

          

重 点 目 標 

１ 主体的・対話的で深い学びの充実に向けた授業の改善 
２ 安心・安全な学校に向けた教育支援と見守り体制の充実 
３ 信頼され、地域とともにある学校づくりの推進 
４ 学校課題研修及び職員研修を通した教職員の資質向上 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和６年２月１５日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

（現状） 

〇学習に関しては、元気に楽しく、積極的に授業

に参加する生徒が多い。 

〇令和４年度全国学力・学習状況調査では、国

語・数学ともに全国、県平均正答率をそれぞれ

上回っているが、令和４年度市学習状況調査で

は、国語・数学ともに、市平均点を下回ってい

る。また社会についても市平均正答率（１，２

年）、市平均点（３年）を下回っている。 

（課題） 

〇「思考力・判断力・表現力」の定着に課題が見

られる。学級数が少なく（通常学級各学年２学

級）、外部からの刺激も少ないため、自分で考

えて行動することを苦手とする傾向がある。家

庭学習を含めた自主的な学習習慣を身に付けさ

せることが必要である。 

・生徒の学力、

学習状況や課

題を把握し、

それを踏まえ

た適切な指導

の推進 

①全国学力・学習状況調査や市学習状況

調査の結果を基に、市教委の学力向

上カウンセリング研修を受けること

により自校の課題解決に繋げる。 

②スタディサプリやデジタル教科書等の

デジタル教材を学校や家庭でも活用

し、学力を向上させる。 

①教育課程の編成・実施状況 

②ＩＣＴを活用した授業の推進状況 

③学力向上カウンセリング研修により、

自校の課題解決に向けての各教科の授

業改善等の状況 

④学校評価の関連項目の回答結果 

 

指導主事を招聘した教員の学力向上カウンセリン

グ研修では、全国学力・学習状況調査や市学習状況

調査の本校の教科の分析結果が明確に示され、今後

の教科指導に大いに役立った。また、教職員の学校

評価アンケートの「ＩＣＴを活用した授業」に関し

ては、肯定的回答が約７０％であった。 

Ｂ 

  
学力向上カウンセリング研修は、次年度も

継続して行う予定である。ＩＣＴ機器の授業

活用については、エバンジュリストを中心

に、教科の特性を考えながら、活用方法を共

有する時間を確保する。自主学習や家庭学習

については、スタディサプリ等の活用を家庭

にも促していく。 

 

 

 

 

概ね高評価をいただいた。 

学校運営協議会委員からは、 

「『授業が楽しい』と感じてい

ることがすばらしい」「確実に

基礎学力が定着することを望

む」「スタディサプリがより一

層家庭で活用できるとよい」と

の意見があった。 

 

・学ぶ喜びを実

感できる、個

別最適な学び

の実現 

①さいたま市スマートスクールプロジェ

クトを踏まえた、指導方法の工夫・改

善を図り、個に応じた生徒主体の「楽

しくわかる授業」をさらに推進する。 

②教員相互の授業参観や指導力向上のた

めの校内研修を実施する。 

③川通中チャレンジカップを実施する。 

④学習指導の中で、「思考力・判断力・

表現力」の育成を図る。 

①教育課程の編成・実施状況 

②各教科等の授業の状況 

③ＩＣＴを活用した授業の推進状況 

④学校評価の関連項目の回答結果 

 

生徒の学校評価アンケートの「授業に関する項

目」では、肯定的回答が約９４％、教職員の学校評

価アンケートでは、約９０％であった。全教員が公

開授業を行い、相互に授業参観することで、教員一

人ひとりの授業の工夫・改善への意識を高めること

ができたと言える。また、生徒の学校評価アンケー

トの「基礎学力に関する項目」では、肯定的回答が

約８１％、また教職員の学校評価アンケートでは、

約８０％であった。川通中チャレンジカップを実施

し、生徒の基礎学力の定着を図り、向上心を育成す

ることができたと捉えている。 

 

Ａ 

 

次年度も「基礎学力の定着」を基本と

し、生徒主体の「楽しくわかる授業」を推

進していく。授業の質の向上のために、教

員の指導力の工夫・改善を図る取組を行

う。 
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（現状） 

〇令和４年度全国学力状況調査・令和４年度市学

習状況調査の「学校に行くのが楽しいか」との

質問に肯定的回答をした生徒の割合は全国、

県、市平均をそれぞれすべて上回っている。 

〇いじめ案件については、比較的に少ない。対応

の際は、該当学年を中心に組織的に迅速に対応

している。 

（課題） 

〇若手教員が比較的に多い学校である。教育活動

において、教師としてのさらにきめ細かい指導

力や指導技術の向上が課題となる。 

〇配慮を要する生徒個々への対応が課題である。

支援や相談体制をより一層確立することが重要

となる。 

・いじめ未対応

ゼロを目指し

た、積極的で

きめ細かな生

徒指導の推進 

①いじめ撲滅強化月間を中心に、いじめ

を許さない、見過ごさない取組を積

極的に行う。 

②普段より生徒一人ひとりの自己存在

感・自己肯定感を高め、共感的な人

間関係を構築できる教育活動を推進

する。 

③いじめ対策委員会を年２回開催する。 

④スクールロイヤーによるいじめ防止等

に関する特別講義を実施する。 

①生徒指導の状況 

②いじめ防止対策等の取組状況 

③道徳や特別活動の授業の取組状況 

④学校評価の関連項目の回答結果 

 

 

 生徒の学校評価アンケートの「いじめ対応に関す

る項目」では、肯定的回答が約９９％、教職員の学

校評価アンケートでは、１００％であった。まずは

普段より、生徒一人ひとりの状況を把握し、情報共

有することで組織的な対応を行うことができた。ま

た、いじめ撲滅強化月間をはじめ、生徒会生徒中心

のあいさつ活動や道徳・特別活動の授業などの取組

を重ねることで、生徒のいじめ防止への意識を高め

ることができた。更に今年度は、小学校高学年児童

と一緒にスクールロイヤー特別講義を受講し、中学

校入学以前から、いじめ防止への意識付けにつなげ

ることができたと捉えている。 

Ａ 

 
いじめに関する対応は、次年度も教職員の

意識を高めながら、「報告・連絡・相談・見

届け」を徹底し、迅速に、組織的に対応して

いく。また、生徒の自己存在感・自己肯定感

を高める活動を積極的に行っていく。 

 

 

 

 

 

概ね高評価をいただいた。 

学校運営協議会委員からは、

「スクールロイヤーを招聘した

いじめ防止の講義は、たいへん

効果があったと思われる」との

意見があった。 

・生徒個々への

きめ細かい支

援や教育相談

体制の充実 

①教育相談部会中心に不登校生徒や教育

相談上の悩みを抱えた生徒の情報を

共有し、組織的に対応する。 

②「心と生活のアンケート」の実施及び

アンケート結果に応じた面談の実施 

①不登校生徒への支援の状況 

②教育相談の状況 

③学校評価の関連項目の回答結果 

 
生徒の学校評価アンケートの「教育相談に関する

項目」では、肯定的回答が９６％、教職員の学校ア

ンケートでは、約９０％であった。教職員間の情報

共有は基より、さわやか相談員、ＳＣ、その他の専

門機関との連携を深めながら、対応することができ

た。 

Ａ 

 
次年度も不登校生徒や悩みのある生徒の情

報を共有し、「報告・連絡・相談・見届け」

を徹底し、迅速に、組織的に対応していく。

また、専門機関との連携を深めながら、支援

を行っていく。 
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（現状） 

〇本校は地域の伝統校として認知されており、地

域が学校にたいへん協力的である。そのため、

地域と連携を図った教育活動が企画しやすい環

境下にある。 

（課題） 

〇地域との交流活動を積極的かつ計画的に行って

いく。 

〇自転車の乗り方のマナー指導の徹底をはじめ、

学校周囲の環境に関わる安全指導が必要であ

る。 

・学校運営協議

会を通した家

庭・地域との

関係性の構築 

①学校運営協議会を年間３回開催する。 

②学校だよりやＨＰ等を通し、生徒の活

動の様子を家庭・地域に発信する。 

③学校行事等においては、積極的に地域

に参加を呼び掛けていく。 

①学校運営協議会の開催状況 

②保護者、地域との連携の状況 

③学校評価の関連項目の回答結果 

 

 学校運営協議会を年間３回開催することができ

た。また、毎月発行の学校だより等で生徒の活動に

ついて、家庭・地域に発信することができた。学校

行事等の参加についても状況を見極めながら、参加

範囲を広めることができた。 

Ａ 

 

教職員の学校評価アンケートの「ＰＴＡ各

部・保護者との連携に関する項目」では、肯

定的回答が約９５％であった。次年度も学校

運営協議会での意見を基に、家庭から更に地

域への関係性を広めていく。 

 

 

 

 

 概ね高評価をいただいた。 

学校運営協議会委員からは、 

「ＰＴＡ防災フェアに参加し 

たが、たいへん良い取組であっ

た。地域全体で訓練をしていく

ことは有事の際に大いに役立

つ。次年度もぜひ実施してほし

い」との意見があった。 

・地域との連携

を踏まえた教

育活動の充実 

①市の防災訓練に参加し、生徒に避難所

設営を補助できる力をつけさせる。 

②外部より講師を招聘し、講演会等を実

施する。 

③地域の活動に積極的に参加する。 

①安全教育の状況 

②関連機関との連携の状況 

③小中一貫教育の取組状況 

④学校評価の関連項目の回答結果 

今年度の市の防災訓練は、雨天のため、不参加と

なったが、ＰＴＡ防災フェアを実施した。防災教育

においては、計画通りに学年ごとの課題に取り組む

ことができた。また、外部講師を招聘した講演会を

実施することもできた。更に小学校へのあいさつ活

動や読み聞かせ活動等を行い、小中一貫教育の充実

を図ることができた。加えて、部活動が地域に進ん

で貢献した。 

Ａ 

 
小中一貫教育については、通常の授業を中

心に、次年度も一貫性のある取組を考えてい

く。また、講演会等の外部からの取組を教育

活動に積極的に取り入れていく。 
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（現状） 

〇在校時間を意識し、能率良く業務を遂行する教

職員が多い。 

（課題） 

〇働き方改革をさらに推進し、教職員の負担感を

減らすことが課題である。 

〇ＩＣＴ機器の授業活用については全教員の共通

理解が必要である。 

〇経験年数の少ない教員への指導法の継承が課題

である。 

・教職員が余裕

を持ち、生徒

と向き合える

時間の確保 

 

・教職員の資質

と組織力の向

上 

 

①課題研究に向けた校内研修を計画的・

組織的に実施する。 

②職員会議資料のＩＣＴ化や論点の明確

化等による会議の短縮化を目指し、職

務を効率化する。 

③教職員の資質向上に関わる校内研修を

年間４回以上実施する。 

 

①学校における働き方改革の状況 

②教職員の負担感・多忙感の把握状況 

③教職員の資質向上に関わる研修状況 

④学校評価の関連項目の回答結果 

 

 年間を通し、時間外勤務時間が月４５時間を超過

する教職員の割合は少なかった。職員会議において

も、資料のＰＤＦ化、企画委員会等での議題の精選

により、概ね短縮化することができたが、教職員の

学校評価アンケートの「時間外勤務と業務の効率化

に関する項目」では、肯定的回答が約６４％であっ

た。勤務時間外の生徒指導や家庭への連絡等が要因

と考えられる。 

教職員の資質向上に関わる研修は年間４回実施で

きた。（服務・特別支援・小中合同・学力向上カウ

ンセリング） 

Ｂ 

 

 教職員の負担感や多忙感の状況を把握し、 

組織対応について全体確認する時間を確保す 

る。特に経験年数の少ない教職員を中心に 

様々な対応方法を詳細に継承していく。 

 

  

 

 概ね高評価をいただいた。 

 学校運営協議会委員からは、

「教職員の平均年齢が低くなっ

ている。経験年数の多い教職員

がぜひ、支えてほしい」との意

見があった。 

 

 


